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	 	 京
き ょ う ば し

橋	（ 3 5 4 3 ） 9 0 2 5
	 中

ちゅうおうくりつ

央区立	 日
に ほ ん ば し

本橋	（ 3 6 6 9 ） 6 2 0 7 	図
と し ょ か ん

書館

	 	 月
つ き し ま

島	（ 3 5 3 2 ） 4 3 9 1
	 	 	 	 刊行物登録番号　25－060

　ロンドンに暮
く

らすルーシーは、いな

かのおじいちゃんの家
いえ

で、庭
にわ

仕
し ご と

事を

一
いっしょ

緒にするのが大
だ い す

好き。おじいちゃん

の庭には、庭仕事を手
て つ だ

伝ってくれる『ロ

ブさん』という緑の精がいるのです。

ルーシーは、おじいちゃんからロブさ

んの話
はなし

を聞
き

くのをいつも楽
たの

しみにしていました。

　そんなある日
ひ

、おじいちゃんが亡
な

くなり、家が売
う

られ

ることになりました。庭にいるロブさんはどうなってし

まうの ?そう思
おも

ったルーシーは、あたしのところへきて

下
くだ

さいとロブさんへ手
て が み

紙を書
か

いて…。

緑
みどり

の精
せ い

にまた会
あ

う日
ひ

リンダ・ニューベリー／作　平
ひらさわ

澤　朋
ともこ

子／絵　野
の

の　水
み お

生／訳（徳間書店）

５・６年
ねんばん

版　No.216� しぜん ・かんきょうの本
ほん



あの夏
な つ

、ぼくらは秘
ひ み つ

密基
き ち

地で
� 三

み わ

輪　裕
ひ ろ こ

子／作　水
みずかみ

上　みのり／絵（あかね書房）

　亡
な

くなったおじいちゃんが、みんなに
はナイショで山

さん

荘
そう

を持
も

っていた事
こと

がわか
りました。山

やま

登
のぼ

りが大
だ い す

好きなケンは、夏
なつ

休
やす

みに早
さっそく

速お父
とう

さんと 妹
いもうと

のジュンと、ど
んな所

ところ

か確
たし

かめに行
い

きました。山荘は思
おも

っていたよりずっと立
り っ ぱ

派で、近
ちか

くには
登
と ざ ん

山ができる山が連
つら

なり、ケンは大
おお

喜
よろこ

び
です。
　ところが、山荘の中

なか

にはだれの物
もの

かわ
からない荷

に も つ

物が置
お

いてありました。持ち主
ぬし

はだれでしょうか？そし
て、おじいちゃんがこの山荘をこっそり買

か

っていた理
り ゆ う

由とは？

砂
さ じ ょ う

上の船
ふ ね

　水
すいじょう

上の家
い え

　―アラル海
かい

とツバルふたつの水
みずものがたり

物語―
� 会

あ い だ

田　法
のり

行
ゆき

／写真・文（ポプラ社）

　『環
かんきょう

境破
は か い

壊』や『地
ちきゅう

球温
お ん だ ん か

暖化』、一
い ち ど

度は
耳
みみ

にしている言
こ と ば

葉。
　日

に ほ ん

本から遠
とお

くはなれたウズベキスタン
にあるアラル海。工

こうじょう

場ができたためにび
わ湖

こ

の100倍
ばい

の大
おお

きさの水が、干
ひ あ

上がっ
てしまいました。
　一

いっぽう

方で南
みなみたいへいよう

太平洋にうかぶ小
ちい

さな島
しまぐに

国ツ
バル。温暖化のえいきょうで海

かい

水
すいめん

面が上
あ

がり続
つづ

け、島は海
うみ

にしずみかけています。
　２つの国

くに

の正反対の環境問
もんだい

題から、今
いま

ぼく達
たち

の住
す

む地球で何
なに

が起
お

きているか考
かんが

えてみましょう。



ビーバー族
ぞ く

のしるし
�エリザベス・ジョージ・スピア／著　こだま　ともこ／訳（あすなろ書房）

　先
せんじゅうみん

住民のインディアンの住
す

む森
もり

に最
さいしょ

初の
白
はくじん

人として、マットと父
とう

さんはこしてきま
した。苦

く ろ う

労して丸
ま る た

太小
ご や

屋を建
た

てた後
あと

、父さ
んは家

か ぞ く

族をむかえに行
い

きました。しばらく
の間

あいだ

マットは一
ひ と り

人で暮
く

らさなければなり
ません。
　ある日

ひ

、はちみつをとろうとしたマット
は、みつばちの群

む

れにおそわれてしまいま
す。それを助

たす

けてくれたのが、インディア
ンの老

ろうじん

人と少
しょうねん

年でした。その日からマットは食
た

べものをもらう代
か

わりに、少年に字
じ

を教
おし

えることになりました。

ミサゴのくる谷
た に

� ジル・ルイス／作　さくま　ゆみこ／訳（評論社）

　カラムは家
いえ

の農
のうじょう

場を流
なが

れる川
かわ

で、
勝
か っ て

手に魚
さかな

をとっている同
どうきゅうせい

級生のアイ
オナを見

み

つけました。彼
かのじょ

女は大
だ い じ

事な
秘
ひ み つ

密が書
か

かれているといううすよごれ
たノートを持

も

っていました。だれにも
言
い

わないと約
やくそく

束をしたカラムは、アカ
マツの木

こ だ ち

立の大
おおえだ

枝に保
ほ ご

護鳥
ちょう

であるミ
サゴのオスが、巣

す

を作
つく

っていることを
教
おし

えてもらいます。二
ふ た り

人は誰
だれ

にもない
しょで、ミサゴの観

かんさつ

察をするようにな
りますが、ある時

とき

メスのミサゴがつり糸
いと

にひっかかり…。



林
り ん ぎ ょ う

業少
し ょ う ね ん

年
� 堀

ほりごめ

米　薫
かおる

／作　スカイ　エマ／絵（新日本出版）

　山
やま

持
も

ちとして代
だいだい

々続
つづ

く大
おおさわ

沢家
け

の長
ちょうなん

男
喜
き じ ゅ

樹は、祖
そ ふ

父庄
しょうぞう

蔵の期
き た い

待を一
いっしん

身に受
う

け
ていました。しかし喜樹は林業がどん
なものかよくわかりません。
　ある日

ひ

、庄蔵のところに百
ひゃくねん

年杉
すぎ

を買
か

いたいというお客
きゃく

がやってきました。
『相

あいたい

対』と称
しょう

する取
とりひき

引の一
い ち ぶ

部始
しじゅう

終を目
ま

の
当
あ

たりにした喜樹は、日ごろとうって
かわった庄蔵のほこり高

たか

い姿
すがた

を見
み

たこ
とで、林業への興

きょうみ

味がわいてきました。
　ばっ採

さい

の日、家
か ぞ く

族そろって百年杉の最
さ い ご

期を見届
とど

けることになって…。

レイチェル・カーソン　―［沈
ちんもく

黙の春
はる

］で地
ちきゅう

球の叫
さけ

びを伝
つた

えた科
かがくしゃ

学者―
� ジンジャー・ワズワース／著　上

かみとお

遠　恵
け い こ

子／訳（偕成社）

　レイチェル・カーソンは殺
さっちゅうざい

虫剤や除
じょそう

草剤な
どの化

か が く

学物
ぶっしつ

質が、環
かんきょう

境や生
せいぶつ

物に対
たい

して危
き け ん

険で
あるとうったえた本

ほん

を最
さいしょ

初に書
か

いた人
ひと

です。
　レイチェルは本を読

よ

んだり書いたりするの
が大

だ い す

好きな女
おんな

の子でした。自
し ぜ ん

然の中
なか

の散
さ ん ぽ

歩
も好きで、へびのぬけがらや鳥

とり

の羽
はね

、きれい
な石

いし

などを宝
たからもの

物のように大
たいせつ

切にしていまし
た。
　彼

かのじょ

女は物を書く才
さいのう

能があり作
さ っ か

家への道
みち

を歩
あゆ

んでいましたが、とち
ゅうから海

かいよう

洋生
せいぶつがく

物学の勉
べんきょう

強も始
はじ

め、やがて農
のうやく

薬が生物におよぼす
えいきょうを危険だと思

おも

い始めました。



秘
ひ み つ

密の島
し ま

のニム
� ウェンディー・オルー／著　田

た な か

中　亜
あ き こ

希子／訳（あすなろ書房）

　ニムとお父
とう

さんのジャックは、だれも知
し

らない場
ば し ょ

所に

ある美
うつく

しい島に住
す

んでいます。ジャックが三
み っ か か ん

日間仕
し ご と

事で

海
うみ

に出
で

る事
こと

になった時
とき

、ニムは一
ひ と り

人で島に残
のこ

る事にしま

した。「毎
まいにち

日、電
で ん わ

話するよ」と言
い

い残して出かけて行
い

った

ジャックでしたが、あらしの後
あと

から電話がつながりませ

ん。心
しんぱい

配でたまらないニムでしたが、そんな時ジャック

のパソコンに一
いっつう

通のメールが届
とど

きました。差
さしだしにん

出人はなん

と、ニムとジャックが大
だ い す

好きな作
さ っ か

家でした。



タマゾン川
が わ

　―多
た ま

摩川
がわ

でいのちを考
かんが

える―
� 山

やまさき

崎　充
みつ

哲
あき

／著（旬報社）

　タマゾン川は東
とうきょうと

京都に流
なが

れる多摩川のことです。では

どうして多摩川をタマゾン川と呼
よ

ぶのでしょうか。ブラ

ックバス、ピラニア、アリゲーターなどの外
がいらいしゅ

来種が、飼
か

い主
ぬし

によって多摩川に捨
す

てられ、それらが増
ふ

えアマゾン

川のようになってしまったからです。

　このままでは日
に ほ ん

本に昔
むかし

からいる、ヤマメやスズキなど

がいなくなってしまいます。どうしたら、もとの多摩川

にもどれるのでしょうか。

(2013.11)


